
能⼒開発⼯学センターの⾏う

教育コンサルティング、教育支援の流れ（標準）

①
クライアント企業の教育の
現状、問題点の把握

②
教育の実態概要調査

③
新たな教育のイメージ策定

④
プロジェクト概要を決定

実施している教育の様子、問題点を聞く

とともに、基本的な方向を提示します

教育の現場、仕事の現場を⾒て、教育の

目標値（具体的⾏動）および対象者のレ

ディネス（既存能⼒）を調査します

実例（資料、教材もしくは実施企業の⾒

学）を材料に新しい教育の概要を検討し

て頂きます

目標、内容、方法、体制を検討するとと

もに、実施スケジュールを策定します

⑤
教育内容決定のための
目標⾏動の分析（調査）

⑥
教育カリキュラム設計

⑦
教材開発

⑧
教育の実施

⑨
教育の評価、⾒直し

教育企画者、
教材開発者、
指導者養成

目標とする能⼒分析のた

めに現場、業務、技術など

の詳細な分析を⾏います

内容、方法を設計します

プログラムテキストやシミュレータ、

映像その他教材を作成します

⾏動学習の基本の考えか

ら、開発の方法、指導の仕

方までを実際に経験する

セミナーを⾏います

新規で開発されなくとも既に開発された教材を

利⽤することもできます

このフローはあくまで標準です。クライアント企業の事情により、

いろいろな携帯ですすめていただきます

このフローの②以降の段階は原則として有償で⾏っております。

また賛助会、能⼒開発研究会に入会して頂くことになります。
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